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１．適 用 範 囲

この仕様書は、Ｊ熱電対と組み合わせて使用する、ガラス糸絶縁 ガラス糸シースを施した
すずめっき軟銅編組しゃへい付き耐熱用平形補償導線に適用する。

２．関 連 規 格

(1)． ＪＩＳ Ｃ １６０２ 熱 電 対
(2)． ＪＩＳ Ｃ １６１０ 熱電対用補償導線

３．構 造

補償導線の構造は、付表及び次の各事項の通りとする。

3 - 1. 導 体

下記材質の素線をより合わせたものを使用する。寸法、素線の構成は付表の通りとする。

ＪＸ ＋脚（正脚） 鉄
－脚（負脚） コンスタンタン

3 - 2. 絶 縁 体

(1)．導体上にガラス糸の二重横巻を行う。
(2)．二重横巻上にガラス糸の一重編組を行う。
(3)．ガラス糸編組に耐熱ワニスを塗布し、焼き付け乾燥処理をする。

3 - 3. し ゃ へ い

(1)．絶縁体＋脚－脚を平行に並べ、すずめっき軟銅素線で編組を行う。
(2). 編組密度は８０％以上、編組厚さは付表の通りとする。

3 - 4. シ ー ス 編 組

(1)．ガラス糸で一重編組を行う。
(2)．耐熱塗料を塗布し、乾燥処理をする。
(3)．シースの色は黄とする。

４．絶 縁 体 の 識 別

＋脚（正脚） 赤 (白地に赤色ガラス糸１本をスパイラル状に入れる)
－脚（負脚） 白

５．表 示

補償導線の適当な個所に製造者名略称・トレードマークを連続に印刷したテープを縦添えする。

６．試 験 項 目

補償導線は下記の試験を行い、各項目及び付表の値に合格すること。

(1)．外観試験
(2)．構造試験
(3)．絶縁抵抗試験
(4)．耐電圧試験
(5)．往復導体抵抗試験
(6)．熱起電力試験

７．荷 造 り

完成品は１条ずつドラム巻又はタバ巻とし、運搬中損傷しない様に適当な荷造り包装を施す。



付表：補償導線の構造及び特性表

項 目 寸 法 ・ 特 性

対 数 Ｐ 1

公 称 断 面 積 mm 2.3２

導 体 構 成 本／㎜ 7/0.65

外 径 ㎜ 1.95

厚 さ ㎜ 0.37
絶 縁

外 径 ㎜ 2.69

ｽｽﾞﾒｯｷ軟銅素線径 ㎜ 0.12
し ゃ へ い

編 組 厚 さ ㎜ 0.3

編 組 厚 さ ㎜ 0.45
シ ー ス

仕上がり外径( ) 約 ㎜ 4.2 × 6.9短径×長径

耐 電 圧 ＤＣ Ｖ／分 500

絶 縁 抵 抗 ΜΩ－Ｋｍ 0.1 以 上

往 復 導 体 抵 抗 Ω／Loop・ｍ 0.8 以 下

熱 起 電 力 50℃：2.585±0.140

ｍＶ 100℃：5.269±0.140

〔基準接点０℃〕 150℃：8.010±0.140

構造断面図
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ガラス糸編組

ｽｽﾞﾒｯｷ軟銅線編組

ガラス糸編組（シース）


